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〇
万
ト
ン
を
合
計
し
た
一
、
九
四
〇
万
ト
ン
が
食

品
廃
棄
物
と
さ
れ
る
。

　

食
品
産
業
か
ら
出
さ
れ
た
動
植
物
性
残
さ
は
四

八
％
が
再
資
源
化
さ
れ
て
お
り
、
三
三
％
は
中
間

処
理
、
残
り
は
最
終
処
分
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

家
庭
系
・
事
業
系
は
再
資
源
化
さ
れ
て
い
る
の
は

わ
ず
か
〇
・
三
％
に
と
ど
ま
り
、
殆
ど
の
九
九
・

七
％
は
焼
却
・
埋
め
立
て
さ
れ
て
い
る
。
食
品
廃

棄
物
全
体
で
の
再
資
源
化
率
は
八
・
七
％
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
家
庭
系
・
事
業
系
に
つ
い
て
は
生

ゴ
ミ
を
堆
肥
化
し
家
庭
園
芸
等
に
還
元
す
る
人
が

増
加
は
し
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば

ほ
と
ん
ど
再
資
源
化
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で

あ
る
。（
図
）

三 　
　
食
品
廃
棄
物
の
特
性
と
再
利
用

　・
　

食
品
廃
棄
物
は
水
分
が
高
い
こ
と
か
ら�
水
を

運
ぶ�
に
等
し
く
、
物
流
費
は
割
高
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
こ
れ
を
乾
燥
さ
せ
る
に
は
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
と
な
り
、
乾
燥
コ
ス
ト
も
高
い
。
ま

た
、
生
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
腐
敗
し
や
す
く
、

取
扱
い
に
く
い
た
め
保
存
性
に
も
欠
け
る
。

　

そ
し
て
家
庭
系
の
場
合
に
は
発
生
場
所
が
点
在

す
る
と
同
時
に
、
一
戸
当
り
の
発
生
量
も
少
な
く
、

こ
れ
も
物
流
費
の
増
加
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

一 　
　
は
じ
め
に

　・
　

我
が
国
は
勿
論
の
こ
と
、
世
界
的
に
循
環
型
社

会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
環
境
基
本

法
、
循
環
型
社
会
形
成
基
本
法
、
さ
ら
に
家
畜
排

せ
つ
物
の
適
正
化
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
、
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
引
き
続
き
本
年
三
月
に
食

品
循
環
資
源
再
生
利
用
促
進
法
が
成
立
し
た
。

　

食
品
廃
棄
物
の
詳
細
は
後
で
見
る
と
お
り
で
あ

る
が
、
バ
ブ
ル
期
以
降
、
廃
棄
物
数
量
は
横
這
い

傾
向
な
が
ら
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
等
か
ら
住
民

の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
く
な
り
、
焼
却
施
設
の
設

置
、
最
終
処
分
場
の
場
所
確
保
が
困
難
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
従
来
の
廃
棄
物
処
分
方
式
に
よ
る
対

応
は
限
界
に
き
て
お
り
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
立
ち
上
が
っ
た
も
の
で
あ

る
。

二 　
　
食
品
廃
棄
物
の
現
状

　・
　

廃
棄
物
は
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
と
に
分

け
ら
れ
、
そ
の
約
九
割
が
産
業
廃
棄
物
と
な
っ
て

い
る
。
一
般
廃
棄
物
五
、
三
〇
〇
万
ト
ン
の
う
ち

家
庭
系
か
ら
出
さ
れ
る
も
の
一
、
〇
〇
〇
万
ト
ン

と
事
業
系
か
ら
出
さ
れ
る
も
の
六
〇
〇
万
ト
ン
、

さ
ら
に
産
業
廃
棄
物
四
二
、
六
〇
〇
万
ト
ン
の
う

ち
食
品
産
業
か
ら
出
さ
れ
る
動
植
物
性
残
さ
三
四

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

生
ゴ
ミ
飼
料
化
の
現
状
と
課
題

紙（容器
包装除
く）
23.5％

家庭系
食品廃
棄物
18.8％

事業系 
食品廃
棄物
11.2％

容器
包装
22.4％

その他
24.1％

その他
6.4％

汚泥
45.3％

動植物
性残さ
0.8％

金属くず
1.6％

木くず
1.7％

ばいじん
1.9％

鉱さい
5.6％

建設　　
廃材　
14.4％ 動物　　　

ふん尿　
  22.1％

廃棄物
47,900万トン

一般廃棄物
5 300万トン

産業廃棄物
42,600万トン

その他
3,700万トン

厨芥類
1,600万トン

その他産業
40,900万トン

食品産業
1,700万トン

家庭系
1,000万トン

事業系
600万トン

動植物性残さ
340万トン

その他
1,360万トン

再資源化
５万トン（0.3％）

焼却・埋立
1,598万トン（99.7％）

再資源化
163万トン（48％）

中間処理 
112万トン（33％）

最終処分
65万トン（19％）

食品廃棄物（厨芥類、動植物性残さ）の排出・処理の現状

資料：Ｈ８厚生省、Ｈ８東京都清掃局資料等より農林水産省にて推計
注）一般廃棄物量には、排出者が自ら及び委託で処理しているものは含まれていない
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品
質
的
に
は
発
生
個
所
に
よ
り
、
ま
た
季
節
等

に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
分

別
が
難
し
く
挟
雑
物
が
混
じ
る
可
能
性
も
も
っ
て

い
る
。（
野
々
村
敏
郎
「
流
通
飼
料
の
現
状
と
飼

料
化
の
課
題
」
そ
の
他
）

　

こ
う
し
た
特
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
昭
和
五
〇

年
代
頃
ま
で
は
食
品
廃
棄
物
は
盛
ん
に
家
畜
飼
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
肥
育
豚
一
頭
当
り
の

残
飯
給
餌
量
の
推
移
を
見
る
と
（
農
水
省
「
畜
産

生
産
費
調
査
」）、
昭
和
四
〇
年
二
〇
五
・
九
㎏
／

頭
、
昭
和
五
五
年
八
二
・
六
㎏
／
頭
、
平
成
九
年

六
・
二
㎏
／
頭
と
な
っ
て
お
り
、
都
市
化
の
進
行

に
よ
り
都
市
と
農
村
の
物
理
的
距
離
が
大
き
く
な

る
と
と
も
に
再
利
用
が
縮
小
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
残
飯
給
餌
に
よ
る
養
豚
農
家
は
一
、

〇
〇
四
戸
、
飼
養
頭
数
は
一
九
四
千
頭
と
な
っ
て

い
る
（
畜
産
局
衛
生
課
調
べ
）。

　

し
か
し
な
が
ら
食
品
廃
棄
物
の
有
効
活
用
に
加

え
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、
飼
料
費
の
低
減
を
ね

ら
い
と
し
て
あ
ら
た
め
て
飼
料
化
へ
の
取
組
み
が

見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
、
多
量
、
か
つ
品
質
が
一

定
で
処
理
し
や
す
い
こ
と
か
ら
食
品
製
造
副
産
物

の
飼
料
化
の
比
率
は
七
七
％
と
高
く
、
と
く
に
果

汁
加
工
、
農
産
物
缶
詰
、
酒
類
副
産
物
の
飼
料
化

率
は
八
五
〜
九
〇
％
と
な
っ
て
い
る
（
中
央
畜
産

会
「
平
成
七
年
度
未
利
用
資
源
飼
料
化
推
進
事
業

報
告
書
」）。

　

ま
た
、
堆
肥
化
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ポ
ス
ト
化
の

動
き
も
家
庭
系
を
中
心
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
有

機
栽
培
等
と
一
体
と
な
っ
て
消
費
者
、
生
産
者
、

行
政
等
に
よ
り
地
域
ぐ
る
み
で
運
動
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
事
例
も
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

さ
ら
に
は
バ
イ
オ
ガ
ス
化
へ
の
取
組
み
も
一
部

に
は
見
ら
れ
る
。

四 　
　
飼
料
化
へ
の
取
組
み
事
例

　・
　

自
給
率
向
上
等
か
ら
堆
肥
化
と
な
ら
ん
で
飼
料

化
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

　

家
庭
系
等
の
飼
料
化
へ
の
取
組
み
は
、
乾
燥
方

式
、
天
ぷ
ら
方
式
、
発
酵
方
式
等
多
く
の
方
式
が

開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
試
験
段
階
の
状
況

に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
最
近
の
新
聞
等
に

掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

�
山
形
県
鶴
岡
市
の
学
校
給
食�

　

学
校
給
食
の
残
飯
と
配
合
飼
料
の
割
合
を
変
え

て
テ
ス
ト
し
た
も
の
で
、
残
飯
二
八
％
、
配
合
飼

料
七
二
％
が
飼
料
効
率
が
よ
く
、
食
味
も
最
も
よ

い
と
い
う
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ス
ト
的
に
も
配
合
飼
料
を
下
回
る
と

の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。（
日
本
農
業
新
聞
二
〇

〇
〇
年
六
月
二
九
日
）

�
大
阪
府
立
農
林
技
術
セ
ン
タ
ー�

　

減
圧
し
た
釜
に
残
飯
と
同
量
の
廃
食
用
油
を
投

入
、
加
熱
し
、
比
較
的
低
温
下
で
水
分
が
速
や
か

に
蒸
発
し�
か
ら
揚
げ�
状
態
に
し
た
も
の
を
プ

レ
ス
に
よ
り
搾
油
し
、
絞
り
粕
を
粉
末
状
に
し
て

飼
料
原
料
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
栄
養
バ

ラ
ン
ス
、
消
化
率
と
も
に
良
好
で
嗜
好
性
も
高
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
経
済
性
を
み
る
と
生
ゴ
ミ
の
焼
却
処
理
に

対
し
て
建
設
費
は
四
分
の
一
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
約
半
分
と
し
て
い
る
。（
生
ご
も
リ
サ
イ
ク
ル

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
生
ご
み
ネ
ッ
ト
」
九
八
年

一
一
月
一
五
日
）

�
海
外�

　

韓
国
で
は
、
環
境
問
題
及
び
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
下
で

の
経
済
再
建
の
一
環
と
し
て
食
品
廃
棄
物
の
飼
料

化
に
国
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
食
品
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
九
五
年
の
二
・
一
％
か
ら

九
八
年
二
四
・
五
％
へ
と
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
。

（
農
林
水
産
省
資
料
）

　

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
養
豚
業
界
で
は
廃
棄
物

を
使
っ
て
の
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
液
状

飼
料
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。（
環
境
新
聞
九
九
年
一
〇
月
二
〇
日
）

五 　
　
飼
料
化
へ
の
課
題

　・
　

飼
料
と
し
て
の
価
格
低
減
、
量
確
保
、
品
質
の

安
定
が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
畜
産
物
の
品
質
、

と
く
に
豚
に
つ
い
て
食
味
は
良
好
で
あ
る
も
の
の
、

格
付
け
評
価
が
低
く
出
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
流
通
の
短
縮
化
、
と
く
に
畜
産
農

家
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
発
生
源
と
畜
産
農
家
と

の
情
報
ネ
ッ
ト
の
構
築
、
ま
た
国
等
の
支
援
措
置

等
が
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。（

蔦
谷
栄
一
）


